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　平成２１年度一般会計予算及び特別会計予算を平成２１年３月定例村議会に上程し、可決されました。 

　一般会計では歳入歳出とも１９億７,０００万円となり、前年度当初予算に比べ金額では８,０００万円、率では４.２％の

増となりました。

歳
入
で
は
、
村
民
税
で
一
八
万
円
、
固
定
資
産
税
で
大
鹿
発
電
施
設
の
減
価
償
却
に
伴
い
七
二
九
万
円
の
減
額
、

地
方
交
付
税
は
国
の
地
方
財
政
計
画
に
基
づ
き
四
、二
〇
〇
万
円
の
増
額
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。
国
県
支
出
金
の

主
な
内
容
は
村
道
梨
原
線
改
良
事
業
、
林
道
中
峰
黒
川
線
改
良
事
業
、
森
林
造
成
事
業
。
基
金
か
ら
の
繰
入
金
の
主

な
事
業
は
、
長
期
債
繰
上
償
還
事
業
、
林
道
鳥
倉
線
等
単
独
改
良
事
業
、
村
営
住
宅
改
修
事
業
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
村
債
は
村
道
梨
原
線
の
道
路
改
良
工
事
、
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
改
良
工
事
の
た
め
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳入歳入

一般会計の歳入内訳表
主 な 内 容予 算 額

（単位：千円）歳 入

○村民税○法人税○固定資産税○軽自動車税○村たばこ税○入湯税213,707村 税

○国・県税の一部を一定の基準により譲与・交付されるもの50,339譲与税・交付金

○県及び市町村が標準的な一定水準の行政事務を遂行するために必要な経費のうち、村税・譲与税・交付金等の収入見込み額で賄えない財源不足額について国税を一定割合の額で公平に補填するもの950,000地方交付税

○老人施設入所者負担金439分担金及び負担金

○CATV施設使用料○保育所使用料○家畜診療所等使用料○村営住宅等使用料○博物館等使用料○燃やすごみ処理等手数料33,354使用料及び手数料

○身体障害者保護費○合併浄化槽設置事業○公営住宅整備事業○道整備交付金事業(村道)○衆議院選挙○へき地児童生徒援助92,677国庫支出金

○身体障害者保護費○授産所施設事務費○後期高齢者基盤安定事業○地籍調査事業○元気づくり支援金事業○福祉医療費○合併
浄化槽設置事業○健康増進事業○中山間地域直接支払事業○農山漁村活性化プロジェクト事業○森林整備地域活動支援○野生鳥
獣共存の里づくり事業○森林造成事業○道整備交付金事業(林道)○緊急雇用創出事業○ふるさと雇用再生特別事業

138,393県支出金

○村有土地建物貸付収入○基金利子8,674財産収入

○ふるさと大鹿応援寄付金500寄 附 金

○減債基金○公共施設等整備基金○文教施設整備基金○高齢者福祉基金○森林整備基金235,001繰 入 金

○前年度繰越金30,000繰 越 金

○水源林造成受託事業○授産所施設受託収入○砂利採取協力金○市町村振興協会交付金○介護給付費収入29,416諸 収 入

○過疎対策事業債○臨時財政対策債187,500村 債

1,970,000計
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各会計予算概要
増減率（％）増　減　額平成20年度当初予算額平成21年度当初予算額会 計

4.280,0001,890,0001,970,000一 般 会 計

3.9△6,403△165,529159,126国民健康保険特別会計

3.0△3,434△114,200110,766診 療 所 特 別 会 計

9.78,63789,01097,647村 営 水 道 特 別 会 計

82.0△17,976△21,9353,959老人保健医療特別会計

6.4△11,162△173,347162,185介 護 保 険 特 別 会 計

9.4△2,049△21,84519,796後期高齢者医療特別会計

1.947,6132,475,8662,523,479合　　　計

一般会計の費目別主要事業
主 な 事 業 名

予算額
（単位：千円）

歳 出

○村議会運営経費22,218議 会 費

○庁舎敷地公衆トイレ建設事業○美しい村づくり事業○元気づくり支援金事業○村外通勤補助○CATV施設改修事業○衆議院議員選挙経費○地籍調査事業236,872総 務 費

○高齢者福祉センター等設備事業○老人福祉事業○在宅福祉事業○在宅介護支援センター運営事業○授産施設運営事業○保育所運営事業
○社会福祉協議会補助金

287,465民 生 費

○後期高齢者医療負担金○患者輸送車運行事業○予防・健康増進事業○環境等パトロール事業○合併浄化槽等設置補助事業○し尿・ごみ
処理事業

157,329衛 生 費

○林業技術者育成事業○園芸施設設置事業○獣害防止対策事業○家畜診療所運営事業○中山間地直接支払事業○農山漁村活性化プロジェクト事業○造林・林道改良等事業190,254農林水産業費

○観光情報の受発信○村路線バス運行委託○商工会・観光協会補助○観光施設維持修繕○大西公園整備事業○村内案内板整備事業75,544商 工 費

○村道改良・維持工事○河川・農地維持経費○村営・公営住宅管理運営236,882土 木 費

○常備・非常備消防業務○山岳遭難救助業務68,610消 防 費

○小中学校教育○高校通学補助○歌舞伎伝承事業○文化施設管理運営○公民館活動事業120,014教 育 費

0災 害 復 旧 費

○長期債償還元金・利子558,822公 債 費

○基金積立利子5,990諸 支 出 金

10,000予 備 費

1,970,000計

歳
出
で
は
、
土
木
費
で
五
、二
〇
〇
万
円（
前
年
比
二
七
・
九
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
主
に
村
道

梨
原
線
改
良
事
業
の
早
期
完
成（
Ｈ
二
十
一
年
度
完
成
予
定
）を
見
込
み
、
事
業
費
が
増
大
し
た
も
の
に
よ
り
ま

す
。
教
育
費
で
は
一
、一
六
〇
万
円（
前
年
比
一
〇
・
七
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
小
中
学
校
の
校

内
Ｌ
Ａ
Ｎ
等
情
報
機
器
整
備
に
よ
る
も
の
で
す
。

尚
、
公
債
費
に
つ
い
て
は
一
〇
、三
六
一
万
円（
前
年
比
二
二
・
八
％
）の
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
財

政
健
全
化
計
画
及
び
公
債
費
負
担
適
正
化
計
画
に
基
づ
く
繰
上
償
還
元
金
を
計
上
し
た
た
め
増
額
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
通
常
の
償
還
に
お
い
て
は
六
四
八
万
円（
前
年
比
一
・
七
％
）の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」推
進
事
業
や
都
市
へ
の
Ｐ
Ｒ
事
業
と
交
流
事
業
、
高
校
生
の
麻

疹
・
風
疹
や
中
学
生
ま
で
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
費
用
の
全
額
公
費
負
担
、
在
宅
乳
幼
児
へ
の
絵
本
の

配
布
事
業
等
が
継
続
事
業
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
｡

歳出歳出

（単位：千円）
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平
成　

年
3
月 　
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大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

付
議
事
件

議
員
発
議

議
案
第
一
号　

議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

議
員
報
酬
の
減
額
を
一
年
延
長

議
案
第
二
号　

大
鹿
村
特
別
職
の

職
員
で
常
勤
の
者
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

正
副
村
長
、
教
育
長
の
給
料
の

減
額
を
一
年
延
長

議
案
第
三
号　

大
鹿
村
介
護
従
事

者
処
遇
改
善
臨
時
特
例
基
金
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

介
護
従
事
者
の
処
遇
改
善
費
用

の
た
め
の
介
護
保
険
料
の
急
激

な
上
昇
を
抑
制
す
る
た
め
基
金

を
設
置

議
案
第
四
号　

在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
お
よ
び
管
理
に
関
す

る
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

業
務
の
内
容
が
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
移
行
し
た
た
め

議
案
第
五
号　

大
鹿
村
高
齢
者
生

活
福
祉
セ
ン
タ
ー
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
に
つ
い
て

高
齢
者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
の
増

発
議
第
一
号　

「
地
震
防
災
対
策

強
化
地
域
に
お
け
る
地
震
対
策
緊

急
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上

の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
」
の

期
限
延
長
を
求
め
る
意
見
書
の
提

出
に
つ
い
て

発
議
第
二
号　

細
菌
性
髄
膜
炎
ワ

ク
チ
ン
の
早
期
定
期
予
防
接
種
化

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い

て

　

平
成
二
十
一
年
三
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
三
月
九
日
か

ら
十
六
日
ま
で
の
八
日
間
の
会
期
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
議
案
等
は
、
条
例
案
件
九
件
、

公
共
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
三
件
、
村
道
の
路
線
認
定

一
件
、
下
伊
那
北
部
町
村
の
総
合
事
務
組
合
設
立
の
承
認
一

件
、
教
育
委
員
の
任
命
同
意
一
件
、
平
成
二
十
年
度
補
正
予

算
六
件
、
平
成
二
十
一
年
度
当
初
予
算
七
件
、
の
二
十
八
件

で
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
承
認
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
陳
情

一
件
は
審
議
の
結
果
採
択
さ
れ
て
、
意
見
書
が
上
局
に
提
出

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
一
般
質
問
は
五
名
の
議
員
か
ら
あ
り
ま

し
た
。

築
に
伴
う
名
称
の
変
更

議
案
第
六
号　

大
鹿
村
国
民
健
康

保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委

員
の
定
数
変
更

議
案
第
七
号　

大
鹿
村
介
護
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

介
護
保
険
料
の
改
訂

議
案
第
八
号　

大
鹿
村
後
期
高
齢

者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

普
通
徴
収
の
保
険
料
の
納
期
の

特
例（
七
月
か
ら
三
月
）

議
案
第
九
号　

大
鹿
村
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
･
短
期
保
護
施
設
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

大
鹿
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
指

定
議
案
第
十
号　

大
鹿
村
生
活
支
援

ハ
ウ
ス
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て

大
鹿
村
社
会
福
祉
協
議
会
を
指

定
議
案
第
十
一
号　

大
鹿
村
牧
場
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

み
な
み
信
州
農
協
を
指
定

議
案
第
十
二
号　

平
成
二
十
年
度

大
鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ

い
て

議
案
第
十
三
号　

平
成
二
十
年
度

大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号　

平
成
二
十
年
度

大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
十
五
号　

平
成
二
十
年
度

大
鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
に
つ
い
て

議
案
第
十
六
号　

平
成
二
十
年
度

大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
十
七
号　

平
成
二
十
年
度

大
鹿
村
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
十
八
号　

平
成
二
十
一
年

度
大
鹿
村
一
般
会
計
予
算
に
つ
い

て議
案
第
十
九
号　

平
成
二
十
一
年

度
大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
号　

平
成
二
十
一
年

度
大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
一
号　

平
成
二
十
一

年
度
大
鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
二
号　

平
成
二
十
一

年
度
大
鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
三
号　

平
成
二
十
一

年
度
大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計

予
算
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
四
号　

平
成
二
十
一

年
度
大
鹿
村
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
五
号　

大
鹿
村
道
路

線
の
認
定
に
つ
い
て

下
市
場
六
号
線
、
葦
原
神
社
線

議
案
第
二
十
六
号　

下
伊
那
北
部

総
合
事
務
組
合
の
設
立
に
つ
い
て

火
葬
場
の
設
置
及
び
管
理
運
営
、

北
部
五
町
村
の
事
務
を
共
同
実

施
す
る
た
め
の
事
務
組
合
の
設

立
議
案
第
二
十
七
号　

一
般
職
の
職

員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
一
般
職
の
職
員
の
通
勤
手
当
の

減
額
を
一
年
延
長

議
案
第
二
十
八
号　

教
育
委
員
の

任
命
に
つ
き
同
意
を
求
め
る
に
つ

い
て

　

教
育
委
員
の
選
任
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一
般
質
問

け
し
て
設
定
ま
で
お
こ
な
い
ま
す
。

宅
内
配
線
、
分
配
器
な
ど
の
取
替

が
必
要
と
な
る
場
合
は
個
人
負
担

で
工
事
を
お
願
い
し
ま
す
。

「
熊
谷
英
俊
議
員
」

＊
村
民
の
意
見
･
要
望
の
集
約
方

法
に
つ
い
て

（
村
長
）
今
ま
で
も
研
究
会
や
検

討
会
等
開
催
し
て
き
た
が
結
論
が

な
か
な
か
見
出
せ
な
い
ケ
ー
ス
が

あ
っ
た
。
議
員
か
ら
テ
ー
マ
を
決

め
て
集
会
を
と
の
ご
提
案
で
す
が

検
討
し
た
い
。
こ
れ
か
ら
も
情
報

の
提
供
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き

た
い
。

＊
空
き
家
・
遊
休
地
対
策
に
つ
い

て

（
村
長
）
所
有
者
に
対
し
て
売
却
、

賃
貸
の
希
望
を
と
っ
て
紹
介
を
し

て
い
る
が
、所
有
者
の
想
い
も
あ
っ

て
思
う
よ
う
に
実
効
が
上
が
っ
て

い
な
い
が
重
要
な
問
題
で
あ
り
地

道
に
お
こ
な
っ
て
い
き
た
い
。
現

在
ま
で
、紹
介
件
数
二
十
件
の
内
、

契
約
成
立
七
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。

所
有
者
に
対
し
て
新
税
を
と
の
ご

提
案
で
す
が
固
定
資
産
税
が
課
税

さ
れ
て
お
り
こ
の
導
入
は
困
難
と

思
い
ま
す
。

「
矢
澤　

正
議
員
」

＊
税
金
の
分
割
納
付
に
つ
い
て

（
村
長
）
村
税
の
う
ち
個
人
住
民

陳

情

書

「
茂
木　

寛
議
員
」

＊
村
長
就
任
の
公
約
に
つ
い
て

（
村
長
）
第
三
次
大
鹿
村
総
合
振

興
計
画
で
樹
立
し
た
六
つ
の
体
系

に
沿
っ
て
実
施
し
て
ゆ
き
た
い
。
地

域
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し

く
一
度
に
進
ま
な
い
と
は
思
う
が
、

事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
話
し

合
い
に
よ
っ
て
、
見
直
し
を
お
こ

な
い
な
が
ら
着
実
に
実
施
し
て
、

住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思
う
村
づ
く

り
を
進
め
た
い
。
広
報
誌
な
ど
で

機
会
あ
る
ご
と
に
お
知
ら
せ
し
た

い
。

「
北
島
千
良
穂
議
員
」

＊
日
本
で
最
も
美
し
い
村
づ
く
り

（
観
光
）に
つ
い
て

（
村
長
）「
失
っ
た
ら
二
度
と
取
り

戻
せ
な
い
日
本
の
農
山
村
の
景
観

･
文
化
を
守
る
活
動
」
を
念
頭
に

置
き
、
農
林
産
物
の
活
用
に
よ
っ

て
小
規
模
な
生
産
物
か
ら
も
収
入

を
得
ら
れ
る
施
策
、
ま
た
林
業
従

事
者
の
確
保
等
も
図
り
た
い
。
日

本
風
景
街
道
の
指
定
を
機
に
木
曽
、

高
遠
等
と
連
携
を
模
索
し
な
が
ら

点
か
ら
線
へ
の
転
換
を
図
り
た
い
。

景
観
条
例
の
制
定
に
向
け
て
取
組

み
を
強
化
し
た
い
。

「
小
沢　

正
議
員
」

＊
定
額
給
付
金
に
つ
い
て

（
村
長
）
関
連
法
案
が
決
ま
っ
て

具
体
的
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
給
付
申
請
書
を
村
か
ら
世
帯

主
に
郵
送
し
、
そ
の
書
類
で
申
請

し
て
い
た
だ
き
、審
査
を
お
こ
な
っ

た
後
世
帯
主
の
口
座
へ
振
り
込
む

方
法
で
す
。
申
請
に
は
本
人
確
認

の
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、
役
場

の
職
員
が
各
自
治
会
へ
出
向
い
て

申
請
を
受
け
付
け
る
方
法
も
計
画

し
て
お
り
ま
す
。
口
座
を
持
っ
て

い
な
い
方
に
は
役
場
で
現
金
を
お

渡
し
し
ま
す
。

＊
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
配
布

に
つ
い
て

（
村
長
）
平
成
二
十
三
年
七
月
ま

で
は
今
の
状
態
の
ま
ま
テ
レ
ビ
の

受
信
は
で
き
ま
す
が
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
も
受
信
し
て
視
聴
で
き
る
よ

う
各
戸
に
一
台
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
配

布
し
ま
す
。
現
在
機
械
の
選
定
を

お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
夏
頃

を
め
ど
に
役
場
の
職
員
が
配
布
し

ま
す
。
簡
単
に
取
付
は
で
き
ま
す

が
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は
取
り
付

税
と
固
定
資
産
税
の
納
期
は
村
の

条
例
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
四
期
に

分
け
て
納
付
す
る
こ
と
と
な
っ
て

い
ま
す
。
特
別
の
事
情
が
あ
る
場

合
に
は
分
割
納
付
が
認
め
ら
れ
て

お
り
ま
す
が
、
特
別
の
事
情
と
は

災
害
等
に
よ
っ
て
財
産
が
失
わ
れ

た
場
合
等
を
指
す
も
の
と
考
え
ま

す
。

＊
村
内
交
通
網
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か

（
村
長
）
本
年
一
月
末
で
村
内
の

タ
ク
シ
ー
業
者
が
業
務
を
廃
止
し

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
お
困
り
の

皆
さ
ん
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

今
後
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
あ
ん
じ
ゃ

ネ
ッ
ト
大
鹿
の
皆
さ
ん
が
過
疎
地

有
償
運
送
の
登
録
申
請
を
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
手
続
き

を
済
ま
せ
て
業
務
を
開
始
す
る
予

○
細
菌
性
髄
膜
炎
ワ
ク
チ
ン
の
早

期
定
期
予
防
接
種
化
を
求
め
る

陳
情 

採
択

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
利
用
対

象
者
は
村
内
に
住
む
高
齢
者
や
車

の
運
転
が
で
き
な
い
方
で
、
有
償

運
送
の
利
用
会
員
と
し
て
登
録
さ

れ
た
方
と
な
り
ま
す
。
登
録
は
初

め
の
利
用
申
し
込
み
時
で
よ
い
よ

う
で
す
が
、
利
用
す
る
三
日
前
ま

で
に
申
し
込
み
を
す
る
予
約
制
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
現
在
ス
タ
ッ

フ
の
確
保
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
十
七
年
度
よ
り
不
在
で

あ
っ
た
教
育
長
に
三
月
議
会
の
同

意
を
得
て
、
新
し
く
大
島
博
人
さ

ん（
五
十
七
歳
）が
教
育
委
員
と
な

り
、
後
日
の
教
育
委
員
会
で
教
育

長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
二
十
一
年
四
月
一

日
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十

一
日
の
四
年
間
で
す
。

教
育
長
に 
大
島
博
人 
氏
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日本で最も美しい村づくり推進本部日本で最も美しい村づくり推進本部
全体会議開催

　３月１９日（木）交流センターに於いて開催された全体会議におかれまして、平成２１年度の推進計画が確定しました

ので皆様にお伝え致します。

平成21年度　大鹿村日本で最も美しい村づくり推進計画

　①日本風景街道と沿道景観整備

　　　清掃活動の充実、クリーンパトロールの実施、花木の植栽、花を飾る

工夫、ペンキ塗り、道路穴埋め、自治会との連携強化

　②美しい景観を育てる

　　　景観条例や景観計画の策定、景観モデル地区、「美しい村案内人」講

座、景観を損ねないものの推進、景観に配慮した公共工事、小中学校と

の協力

　③大鹿ブランドの構築とＰＲ活動の推進

　　　大鹿ブランドの構築、大鹿の“味”の確立、美しい大鹿村の再発見

　④美しい村と伝統文化等の保存・継承

　　　大鹿歌舞伎の後継者づくり、歴史を生かした取組み、集客施設の整備

　⑤役場推進体制の確立

　　　ＣＡＴＶによる広報、朝掃除の継続

　⑥平成２１年度日本で最も美しい村づくり全体スケジュールの確認

　　　（各団体による年間スケジュールの確認）

　⑦自治会、各団体実施の事業についての補助金

　　・ふるさと保全活動補助金（事業主体　大鹿村）

　　　遊休荒廃地対策のため景観形成作物の植栽事業の苗代、肥料代の補助

　　　募集締切　随時

　　　問合せ　産業建設課農林係

　　・信州ふるさとの道ふれあい事業（アダプトシステム）（事業主体　長

野県）

　　　自治体と地域住民が役割分担について協定締結、美化運動推進

　　　国道、県道の清掃植栽活動等への補助

　　　募集締切　４月３０日

　　　問合せ　産業建設課建設係

　　・大鹿ふるさとの道ふれあい事業（アダプトシステム）（事業主体　大鹿村）

　　　村道、林道、農道の清掃植栽活動等への補助

　　　募集締切　随時

　　　問合せ　産業建設課建設係

失ったら二度と取り戻せない大鹿村の風景や自然・文化を守り伝えるため
皆様のご協力をお願いいたします。
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　介護保険は３年ごとに事業計画の見直しをしています。

　平成２１～２３年度（第４期）の大鹿村介護保険計画では、６５歳以上（第１号被保険者）の方の介護保険料が

下表のとおりになりました。

　介護保険制度の健全な運営に努めてまいりますので、みなさまのご理解とご協力をお願いします。

月額保険料基準割合対　　象　　者

1,600円基準額×0.5
○生活保護受給者

○村民税非課税世帯で老人福祉年金受給者
第1段階

1,600円基準額×0.5
世帯員全員が村民税非課税で課税年金収入額と合計所

得額の合計が80万円以下の方
第2段階

2,400円基準額×0.75
世帯員全員が村民税非課税で課税年金収入額と合計所

得額の合計が80万円を超える方
第3段階

3,200円基準額　
村民税が課税されている世帯員がいるが本人は村民税

非課税の方
第4段階

4,000円基準額×1.25
本人が村民税課税で、前年の合計所得金額が200万円

未満の方
第5段階

4,800円基準額×1.5
本人が村民税課税で、前年の合計所得金額が200万円

以上の方
第6段階

国による介護保険料の
軽減があります 　介護従事者の処遇の改善をするために、平成２１年度からプラス３％の

介護報酬の改定がされました。

　これに伴い65歳以上の方が納める介護保険料も上昇します。

　しかし、その上昇分を国が負担します。（平成２１年度は上昇分の全額、平成２２年度は半額）
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平成21年度 村税等の課税月一覧平成21年度　村税等の課税月一覧
備　

考

３　

月

２　

月

１　

月

　
　

月

12
　
　

月

11
　
　

月

10９　

月

８　

月

７　

月

６　

月

５　

月

４　

月

課税月

税　目

年
４
回

４　

期

３　

期

２　

期

１　

期

普
通

徴
収個人　
　
　

村
・
県
民
税

毎　

月

　
　

期

10９　

期

８　

期

７　

期

６　

期

５　

期

４　

期

３　

期

２　

期

１　

期

　
　

期

12
　
　

期

１１＊
特
別

　

徴
収

年
４
回

４　

期

３　

期

２　

期

１　

期
固定資産税

年
１
回

１　

期
軽自動車税

毎　

月

　
　

期

12
　
　

期

11
　
　

期

10９　

期

８　

期

７　

期

６　

期

５　

期

４　

期

３　

期

２　

期

１　

期

＊国民健康
保険税

＊個人住民税の特別徴収は、会社勤めの方で毎月の給与から源泉税等を天引きされている方です。（特別徴収の場
合は、６月から翌年５月までの12ヶ月が１年分の課税月となります。網掛け部分 は、前年分となります。）
＊国民健康保険税は、４月から６月まで　暫定 、７月に本算定となり年間の額が確定されます。

◎村税等のお支払は････便利な口座振替をご利用ください。
　口座振替は預金口座から自動的に払い込まれるため、納期のたびに金融機関等へ行く必要が無く、また払い忘れ
がありません。納付の確認は通帳記帳によりできます。
　【取扱金融機関】　　JAみなみ信州、飯田信用金庫、郵便局
　【申し込み手続き】　役場または取扱金融機関に申込書がありますのでご利用ください。

　平成２１年１０月から、個人住民税の公的年金からの特別徴収制度導入に伴い、

公的年金に係る所得に対する個人住民税（村県民税）のお支払方法が変わります。

　公的年金を受給されていて、個人住民税の納税義務のある方は、現在、役場、

金融機関等に出向き、窓口で納付書により個人住民税のお支払または口座振替

をご利用いただいていますが、今回の制度導入により、個人住民税が公的年金

から特別徴収（天引き）されることとなります。

■導入の経緯

　今後の高齢化社会の進展に伴い、公的年金を受給する高齢者が増加すること

が予想されています。そこで、高齢者である公的年金受給者の納税の便宜を図

るとともに、市町村における徴収の効率化を図る観点から、個人住民税の公的

年金からの特別徴収（天引き）制度を導入するものです。

■対象となる方

　個人住民税の納税義務者のうち、前年中に公的年金の支払いを受けた方で、

当該年度の４月１日現在（平成２１年度は平成２１年４月１日）において、国民年金

法に基づく老齢基礎年金等の支払いを受けている６５歳以上の方となります。

　ただし、次の方は特別徴収（天引き）の対象となりません。

　�老齢基礎年金等の給付額の年額が１８万円未満の方

　�当該年度の特別徴収税額が老齢基礎年金等の年額を超える方

　�介護保険料が年金から特別徴収（天引き）されていない方

■対象となる税額

　厚生年金、共済年金、企業年金などを含む全ての公的年金等に係る所得割に

応じた税額および均等割額が特別徴収（天引き）の対象となります。

　ただし、その税額は、老齢基礎年金または老齢年金、退職年金等からのみ特

別徴収（天引き）します。［いわゆる２階・３階部分の年金からは特別徴収しま

せん］

■実施時期

　平成２１年１０月支給分の年金から

　個人住民税の公的年金からの特別徴収制度では、受給者が支払うべき個人住

民税を社会保険庁などの「年金保険者」が市町村へ直接納め、受給者には、年

金から個人住民税を差し引いた差額が支払われることになります。納税のため

に金融機関に出向いたり、現金を用意する必要がありません。

　＊この制度は、個人住民税のお支払方法を変更するものであり、これにより

新たな税負担は生じません。

　また、年金所得以外の所得に係る個人住民税および対象とならない方の個人

住民税については、従来どおりの方法によりお支払いいただくことになります。

■個人住民税の公的年金からの特別徴収制度が始まります。
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軽自動車税の身障者等減免申請は4月23日(木)までです。
○身体に障害のある方または知的障害、精神障害のある方のために使用される軽自動車等で、一定の要件に該当す

るものは、納税義務者等の申請により軽自動車税を全額免除します。

□減免の対象となる軽自動車等
１．軽自動車等の所有者（納税義務者）および台数等

障害者本人または障害者と生計を同一にする者軽自動車等の所有者（納税義務者）

身体障害者、知的障害者、または精神障害者1人につき1台（自動車、バイク等を含む）減免対象となる台数

２．軽自動車等の使用目的　　　　　＊自動車検査証に自家用と記載されている軽自動車に限る。

使用目的は問いません障害者本人が運転する場合

障害者の通学・通院・通所・生業のために使用する場合
障害者と生計を同一にする方が運転する場合、
または障害者を常時介護する方が運転する場合

□減免の対象となる障害の範囲

　�内部障害とは、心臓、腎臓、呼吸器、膀胱または直腸若しくは小腸の機能障害のことをいいます。

　�免疫機能障害とは、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害のことをいいます。

　�音声機能障害は、咽頭摘出による場合に限ります。

　�２以上の障害区分がある場合は、個々の障害区分の程度等につき減免の対象となるか判断になりますので、役

場（税務係）までお尋ねください。

□ 提出書類および提示書類

　�軽自動車税減免申請書（税務係の窓口にあります）　　�自動車検査証または標識交付証明書

　�身体障害者手帳等（原本）　　�運転する方の免許証　　�印鑑

□ バイクや自動車を譲渡・廃車したときは…

　○自動車税・軽自動車税は、4月1日現在の車・バイク等の所有者に課税されます。

　○車の売買・譲渡・廃車をしたときは、早めに名義変更や廃車の手続きをして下さい。また、引っ越して住所が

変わったら、住民票の手続きだけでなく、クルマの変更手続きもしましょう。

生計同一者運転の場合または常時介護者の運転の場合身体障害者本人運転の場合

1級～4級1級～4級視　 　 覚

身

体

障

害

者

手

帳

2級、3級2級、3級聴　 　 覚

3級3級平　 　 衡

－〃音　 　 声

1級、2級1級、2級上　 　 肢

1級～3級1級～6級下　 　 肢

〃1級～3級、5級体　 　 幹

1級、2級1級、2級脳原性（上肢）

1級～3級1級～6級脳原性（移動）

1級、3級1級、3級内 部 障 害

1級～3級1級～3級免疫機能障害

生計同一者運転の場合または常時介護者の運転の場合身体障害者本人運転の場合

特別項症～第4項症特別項症～第4項症視　 　 覚
戦

傷

病

者

手

帳

〃〃聴　 　 覚

〃〃平　 　 衡

－特別項症～第2項症音　 　 声

特別項症～第3項症特別項症～第3項症上　 　 肢

〃〃下　 　 肢

特別項症～第4項症〃体　 　 幹

特別項症～第3項症〃内 部 障 害

療育手帳のＡ１またはＡ２の交付を受けている方知 的 障 害 者

精神障害者保健福祉手帳の１級の交付を受けている方精 神 障 害 者
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����������������������国国国国国国国国国国国 民民民民民民民民民民 年年年年年年年年年年 金金金金金金金金金金 便便便便便便便便便便 りりりりりりりりりり民 年 金 便 り����������������������
国 民 年 金 保 険 料 の 納 付 に つ い て の ご 案 内
平成21年４月～平成22年３月分の国民年金保険料は月額「14,660円」です。

保険料の納付は便利でお得な口座振替・前納がお勧めです。

◆口座振替

　※お申し込み方法　口座振替申出書に必要な事項を記入・押印し、金融機関窓口にご提出ください。

　　　　　　　　　　また、飯田社会保険事務所にお申し込みされるか、ご郵送いただいても結構です。

◆前　　納

　※お 支 払 方 法　「納付期限」にご注意の上、領収日付印欄に「前納」と記載された納付書をご使用ください。

　　　　　　　　　　なお、現金での前納は、１年分または６か月分以外の期間を前納していただくこともできま

すので、飯田社会保険事務所へご連絡ください。

平成21年4月号

住民税務課住民係

飯田社会保険事務所の住所等は下記になります。郵送等される場合は参考にしてください。

〒395－8655　飯田市宮の前４３８１－３　飯田社会保険事務所

1年分6ヵ月分1ヵ月分平成21年度

175,920円87,960円14,660円現金支払い(月々)

172,800円
3,120円

87,250円
710円

現金支払い(前納)
割引額

172,230円
3,690円

86,960円
1,000円

14,610円
50円

口座振替(前納)
割引額

〈お問い合わせ先〉　飯田社会保険事務所　�22－3641　　役場住民係　�39－2001

◆平成２１年度国民年金保険料納入額表

　例えば、当月末に口座振替( 早  割 )すると月々「50円」の割引となります。また、まとめ て1年
はや わり

分を口座振替すると「3,690円」の割引になります。

　例えば、現金で1年分をまとめてお支払いいただくと「3,120円」の割引です。また、6カ月分

をまとめてお支払いの場合「710円」の割引となります。

１．平成２２年歌会始のお題

　　「光」と定められました。「月光」のように熟語にしても、「光る」

のように訓読みしても差し支えありません。

２．詠進歌の詠進要領

　�詠進歌は、お題を詠み込んだ自作の短歌で一人一首とし、未発表

のものに限ります。

　�書式は、半紙（習字用の半紙）を横長に用い、右半分にお題と短歌、

左半分に郵便番号、住所、電話番号、氏名、氏名（本名、ふりがな

つき）、生年月日及び職業（なるべき具体的に）を縦書きで書いて

ください。無職の場合は「無職」と書いて下さい。（以前に職業に就

いたことがある場合には、なるべく元の職業を書いてください。）

　　なお、主婦に場合は単に「主婦」と書いても構いません。

　�用紙は、半紙とし、自筆で自書してください。但し、海外から詠

進する場合は、用紙は随意とし毛筆でなくても差し支えありませ

ん。

　�病気または身体障害のため毛筆にて自書することが出来ない場合

は下記によることが出来ます。

　　ア．代筆（墨書）による。代筆の理由、代筆者の住所及び氏名を別

紙に書いて詠進歌に添えてください。

　　イ．本人がワープロやパソコンなどを使用して印字する。この場

合、これらの機器を使用した理由を別紙に書いて詠進歌に添

えてください。

　　ウ．視覚障害の方は、点字で詠進しても差し支えありません。

３．注意事項

　　次の場合には、詠進歌は失格となります。

　�お題を読み込んでいない場合

　�一人で二首以上詠進した場合

　�詠進歌が既には発表された短歌と同一ま

たは著しく類似した短歌である場合

　�詠進歌を歌会始の行われる以前に新聞、雑誌その他の出版物、年

賀状等により発表した場合

　�二の(４)に記した代筆の理由書を添えた場合を除き、同筆と認め

られるすべての詠進歌

　�住所、氏名、生年月日、職業を書いてないものその他この詠進要

領によらない場合

４．詠進の期間

　　お題発表の日から９月３０日までとし、郵送の場合は、消印が９月

３０日までのものを有効とします。

５．郵送のあて先

　　「〒１００－８１１１　宮内庁」とし、封筒に「詠進歌」と書き添えてく

ださい。詠進歌は小さく折って封入して差し支えありません。

６．疑問がある場合

　　直接、宮内庁式部職あてに、郵便番号、住所、氏名を書き、返信用切

手をはった封筒を添えて、９月２０日までに問い合わせてください。

　　また、宮内庁ホームページ（http//www.kunaicho.go.jp/）を御

参照下さい。
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平成２２年歌会始のお題及び詠進歌の詠進要領



11

平成21年4月より下伊那北部総合事務組合を設立しました
北部地区5町村による火葬場の共同設置を進めてまいります

　北部地区５町村（松川町、高森町、喬木村、豊丘村、大鹿村）では火葬場がないことから、５町村での共同設置に

ついて検討しておりますが、この度各町村議会の承認のもと、下伊那北部総合事務組合（一部事務組合）を設置し、

火葬場の共同設置や事業の共同実施等を進めてまいりますのでお知らせします。

　なお、組合の概要は次のとおりです。

【組合の概要】

内　　　　　　　容項　　　目

平成21年４月１日認 可 日

松川町、高森町、喬木村、豊丘村、大鹿村組 織 構 成 町 村

・火葬場の設置及び管理、運営

・広域的な行政課題の調査研究、事業の共同実施（観光振興、職員研修等）
共同処理する事務

豊丘村役場事 務 所 所 在 地

12名（各町村議会の議員から選出）組合議会の議員数

火葬場の用地取得費や建設事業費等は、今後開催される、組合議会において決定されます。経 費 の 負 担

【候補地に関する情報提供の結果】
　北部地区５町村では、広報紙等を通じて、昨年12月15日までの約２ヶ月間、火葬場の候補地に関する情報を募集

いたしました。その結果、北部地区の住民の皆様から16箇所の情報をお寄せいただきました。ご協力誠にありがと

うございました。

　現在、候補地選定委員会において、アクセス等の利便性や経済性（用地取得費、造成費等）、周辺環境の状況等を

考慮して、候補地を数箇所に絞込み、皆様のご理解とご協力を得ながら候補地の選定を進めております。

４月１日より、定額給付金の申請書受付が始まりました
　定額給付金の対象者は、平成21年2月1日（「基準日」といい

ます。）現在で、当村の住民基本台帳に記録されている方又

は当村の外国人登録原票に登録されている方で、給付額は

次のとおりです。

 65歳以上の方、18歳以下の方：1人当たり20,000円

 上記以外の方：1人当たり12,000円

　また、定額給付金は申請を行い、給付を受けるのは、原

則として基準日現在での世帯主（外国人の場合は給付対象

者）となります。

　既に、申請書はお手元に届いていると思いますが、期間

内の申請をお願いします。

　なお、受付期間・申請方法等につきましては次のとおり

です。

【申請期間】　平成２１年１０月１日（木）まで

　　　　　　（郵送申請の場合は１０月１日消印有効）

【申請方法等】

① 窓口申請方式：申請者が、記載・押印した申請書を村

の窓口に提出し、村が申請者から通知された金融機関

の口座に振り込む方式

②窓口現金受領方式：申請者が申請書を村の窓口に提出

し、村が当該窓口で現金により給付する方式

・原則、口座振替とする為、金融機関の口座をお持ちで

ない方など、振込による給付が困難な方が対象です。

　また、口座振替の手続と合わせて処理するため、給付

日については、後ほど文書でご連絡させていただきま

す。

③郵送申請方式：申請者が申請書を郵送により村へ提出

し、村が申請者から通知された金融機関の口座に振り

込む方式

【申請時に提示又は添付いただくもの】

　上記①・②による申請の場合は、次のものをご提示いた

だきます。

ア．申請者本人の確認ができる公的身分証明書（運転免許

証等）

イ．振込先口座の金融機関名、口座番号、口座名義人（カ

ナ）が分かる通帳（記載内容の確認のため）

　上記③による申請の場合は、次のものを申請書に添付い

ただきます。

ア．申請者本人の確認ができる公的身分証明書（運転免許

証等）の写し

イ．振込先口座の金融機関名、口座番号、口座名義人（カ

ナ）が分かる通帳（記載内容の確認のため）の写し

＊ご不明な点等ございましたら、役場総務課（�：39－2001）までご連絡ください。
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以
前
は
遠
く
浅
間
山
麓

の
北
佐
久
郡
ま
で
出
か
け
た
と
い
う
。
け
わ
し
い
道
の
り
を
旅
す
る
う
ち

に
、
病
気
に
な
っ
て
不
帰
の
客
と
な
る
瞽
女
が
出
た
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
そ

の
の
ち
飯
田
の
領
内
を
ま
わ
る
回
数
を
増
や
し
、
遠
出
を
す
る
こ
と
は
少
な

く
な
っ
た
。

　

こ
の
在
ま
わ
り
に
出
る
と
き
に
は
、
瞽
女
宿
と
呼
ば
れ
る
決
ま
っ
た
家
に

泊
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
宿
屋
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
土
地
の
庄
屋
や
有

力
者
の
家
が
宿
と
な
っ
た
。

　

飯
田
の
語
り
部
と
し
て
知
ら
れ
た
矢
沢 

（
レ
イ
）さ
ん
は
、
家
に
瞽
女
さ

の
泊
ま
り
に
来
た
時
の
事
を
こ
ん
な
ふ
う
に
語
っ
て
い
る
。「
瞽
女
さ
が
き

て
泊
ま
る
っ
ち
ゅ
う
と
、
お
ば
あ
さ
ん
は
ま
わ
り
の
う
ち
へ
全
部
男
衆
や
女

衆
を
触
れ
に
出
さ
せ
、
そ
う
す
る
と
み
ん
な
集
ま
っ
て
く
る
の
。
み
ん
な
お

茶
を
飲
み
な
が
ら
喜
ん
で
瞽
女
さ
の
語
り
を
聞
く
わ
け
。
わ
た
し
は
み
ん
な

が
集
ま
っ
て
く
る
ま
で
の
間
に
瞽
女
さ
の
そ
ば
い
っ
ち
ゃ
あ
、
お
話
き
か
せ

て
っ
て
ね
だ
っ
た
。
そ
れ
で
瞽
女
さ
は
旅
で
聞
い
て
き
た
話
な
ど
を
き
か
せ

て
く
れ
た
わ
け
で
す
。」「
瞽
女
さ
に
は
、
お
金
で
く
れ
る
家
は
少
な
く
、

方
々
か
ら
米
や
味
噌
、
豆
な
ど
を
少
し
ず
つ
も
ら
っ
て
風
呂
敷
に
包
み
、
そ

れ
を
背
負
っ
て
は
帰
っ
て
行
き
ま
し
た
。」
明
治
四
十
一
年
に
下
久
堅
で
生

ま
れ
、「
私
は
瞽
女
さ
が
好
き
だ
っ
た
」
と
い
う
矢
沢
さ
ん
の
子
供
時
代
に
、

瞽
女
さ
が
ど
ん
な
存
在
で
あ
っ
た
か
を
教
え
て
く
れ
る
言
葉
だ
と
思
う
。

　

冒
頭
に
触
れ
た
「
瞽
女
と
六
部
の
は
な
し
」
に
登
場
す
る
瞽
女
は
、
実
は

女
装
を
し
た
少
年
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
宿
に
来
る
時
に
は
手
ひ
き
も
連
れ
ず

一
人
だ
っ
た
よ
う
な
の
で
、
目
も
不
自
由
で
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
と
す
れ
ば
、
瞽
女
と
い
う
よ
り
、
三
味
線
を
抱
え
た
旅
芸
人
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
本
当
の
瞽
女
さ
が
大
鹿
ま
で
や
っ
て
来
た
と
す
れ
ば
、
労

の
多
さ
を
も
い
と
わ
な
い
余
程
の
理
由
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
そ
れ
は
自

分
た
ち
を
い
つ
で
も
歓
待
し
て
く
れ
る
宿
主
や
村
人
へ
の
義
理
や
人
情
で

あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

峠
を
越
え
る
瞽
女
さ
た
ち
の
姿
を
、
ま
ぶ
た
に
思
い
浮
か
べ
て
み
る
に
、

奥
深
い
山
に
住
む
人
々
と
の
絆
に
引
か
れ
て
山
道
を
辿
り
、
ま
た
そ
の
絆
に

背
を
押
さ
れ
て
帰
り
道
を
辿
る
、
哀
愁
を
漂
わ
せ
な
が
ら
も
ど
こ
か
芯
の
強

い
後
ろ
姿
が
浮
か
ん
で
来
る
の
で
あ
る
。

　

飯
田
長
屋
に
残
っ
た
最
後
の
瞽
女
さ
は
、
昭
和
三
十
年
代
に
い
な
く
な
っ

た
。



13

自分の体を知るために、年に１度は健康診断を受けましょう！
　昨年４月から健診制度が変わり、40～74歳の方に対して生活習慣病の予防と改善に着目した「特定健診」と「特

定保健指導」が始まりました。加入している医療保険者からの健診案内により健診を受けていただきます。

　　　　平成21年度　村で行う健診 診療所誕生月健診･･･毎週木曜日午後
 ヘルススクリーニング･･･10月27日

　特定健診には健診受診率など保険者が24年度までに達成すべき数値目標があり、できない場合は保険者が支払
う後期高齢者支援金が割増徴収されます。

39歳までは

健康診査

[実施主体：大鹿村]

40～74歳は特定健診

[実施主体：各医療保険者]

→大鹿村国保加入者は村の健診を受けて

ください。（人間ドックも可）

→社会保険の被扶養者は受診券があれば

村の健診が受けられます。

75歳からは健康診査

[実施主体：長野県後期高

齢者医療広域連合]

→広域連合から委託を受

けて村が実施します。

40歳 75歳義　務

大鹿村の結婚相談員を募集
　下伊那北部５町村で結婚相談所を

共同設置することになりました。そ

こで、北部共同結婚相談所との連携

や、村の結婚相談事業推進のため、

大鹿村の結婚相談員を次のとおり募

集します。

大鹿村内に居住

されている方
２名募 集 人 員

○結婚の相談

○結婚希望者の情報収

集等

○北部結婚相談所との

連絡調整

○他町村相談委員会と

の交流　等

職 務 内 容

村の規程による報酬賃　 　 金

保健福祉課　福祉係

�３９－２００１

平成２１年５月１５日まで

にお申し込みください。

お問い合せ先

下伊那北部共同結婚相談所の相談員を募集
　下伊那北部５町村では、男女ともに晩婚化、未婚化が進み、少子化が進展

する中で、出会いや結婚を真剣に考える独身男女をサポートすることが重

要になっていることから、この度、結婚相談事業の充実のため、新たに結婚

相談所を共同設置することになりました。

　結婚相談所では、各種団体と緊密な連携のもとに、個人情報やプライバ

シーに配慮しながら、情報収集・提供を行う一方で、北部地区の登録者情報

の一元化や専任相談員の配置を行い、より効果的な事業展開を目指します。

　そこで、結婚相談所で活動いただき、未来の幸せづくりのサポートをして

いただける熱意のある方を次のとおり募集いたします。

１名募 集 人 員

下伊那郡北部地区にお住まいで、普通自動車免許一種をお持ちの方応 募 条 件

○結婚の相談　○結婚希望者の情報収集・提供　○結婚支援のため
の各種事業の企画実施　○北部５町村の結婚相談活動の連絡調整

主 な 職 務

月・火・木・金曜日と第２・４土・日曜日
１日５時間勤務。ただし、月４回程度の相談日は８時間勤務。
（勤務日及び勤務時間は相談に応じます。）

勤 務 日
及び

時 間

月額１４０,０００円賃 金

豊丘村社会福祉協議会勤 務 先

平成21年５月15日（金）までに、下記応募先に備え付けの申請書に必
要事項を記入のうえ提出してください。

応 募 方 法

面接（詳細は後日通知します）選 考 方 法

社会福祉法人　豊丘村社会福祉協議会　�３５－１１２２
大鹿村役場　保健福祉課福祉係　�３９－２００１

お問い合わせ
応 募 先
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ビ
ガ
ー
ハ
ウ
ス
は
、
青
年
団
の

活
動
拠
点
施
設
と
し
て
、
ま
た
、

観
光
案
内
所
と
し
て
多
目
的
に
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
四
月
か
ら

観
光
案
内
所
の
運
営
に
つ
き
ま
し

て
は
、
観
光
協
会
が
担
当
し
事
務

所
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
営
農
支
援
に
よ
る
農
業
振

興
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
組
合
の

事
務
所
と
し
て
も
当
面
利
用
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
年
末
年
始
を
除
い

て
昼
間
は
観
光
案
内
所
と
し
て
開

か
れ
、
観
光
客
の
方
々
に
様
々
な

観
光
情
報
の
提
供
や
地
域
の
Ｐ
Ｒ

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
営
農
支
援

の
活
動
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。

　

村
民
の
皆
さ
ん
も
観
光
客
の
方

に
ご
紹
介
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
施
設
の
利
用
な
ど
お
問

合
せ
は
役
場
産
業
建
設
課
商
工
観

光
係
へ
お
願
い
し
ま
す
。

　

県
組
織
の
構
造
改
革
に
よ
り
、

こ
の
四
月
よ
り
農
業
改
良
普
及
員

の
駐
在
制
が
廃
止
に
な
り
ま
す
。
県

内
で
普
及
員
の
駐
在
制
を
残
し
て

い
る
の
は
、
下
伊
那
の
根
羽
・
平

谷
、
南
信
濃
・
上
、
大
鹿
の
三
カ

所
で
し
た
が
、
職
員
の
人
員
削
減

が
進
む
中
で
、
下
伊
那
の
駐
在
制

も
廃
止
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
普
及
員
が
大
鹿

村
役
場
内
に
常
駐
し
て
い
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
飯
田
合
庁
内
に
あ

る
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
、

大
鹿
村
に
出
向
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
集
合
勤
務
と
な
っ
て
も
、

大
鹿
村
専
属
の
担
当
普
及
員
が
お

り
、
今
ま
で
ど
お
り
村
の
農
業
振

興
を
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

な
お
、
普
及
員
に
連
絡
を
取
り

た
い
場
合
は
、
役
場
に
連
絡
い
た

だ
く
か
、
下
伊
那
農
業
改
良
普
及

セ
ン
タ
ー
（
直
通
�
5
3－

０
４

３
６
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

大
鹿
村
の
自
然
や
景
観
を
形
成

す
る
森
林
は
、
土
砂
崩
壊
防
止
を

は
じ
め
、
き
れ
い
な
空
気
や
水
、

木
材
な
ど
の
資
源
を
供
給
し
て
く

れ
る
大
切
な
財
産
で
す
。

　

大
鹿
村
で
は
こ
の
森
林
を
守
り

育
て
る
た
め
、
村
内
の
事
業
者
が

森
林
整
備
事
業
を
積
極
的
に
実
施

し
て
い
け
る
よ
う
、
林
業
従
事
者

の
技
術
取
得
と
新
規
雇
用
を
促
進

す
る
「
林
業
技
術
者
育
成
補
助
」

を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
補
助
は
林
業
従
事
者
を
雇

用
す
る
事
業
者
に
対
し
て
行
う
も

の
で
、
働
く
方
は
村
内
の
事
業
所

で
安
定
し
て
森
林
整
備
作
業
を
行

う
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
村
内
へ

の
定
住
促
進
に
つ
な
が
る
こ
と
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
森
林
を
整
備
す

る
意
欲
の
あ
る
方
が
大
鹿
村
内
外

か
ら
広
く
来
て
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
雇
用
内
容
の
お
問
合
せ

は
各
事
業
所
と
な
り
ま
す
が
、
内

容
を
詳
し
く
知
り
た
い
場
合
は
、

役
場
産
業
建
設
課
農
林
係
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
。

　長野県民の皆さんに県内の宿泊施設を利用していただく「信州に泊まろう！県民宿泊キャンペーン」を実施

しています。期間中、宿泊利用回数に応じて、1,000名の方に抽選で宿泊補助券や県産品をプレゼントします。

　また、宿泊施設や旅行会社において、お得な宿泊プラン（※�得 宿泊プラン）を用意している所もあります。

　詳しくは、長野県公式観光ウェブサイトをご覧ください。　http://www.nagano-tabi.net/

キャンペーン期間キャンペーン期間

　平成21年2月20日 から 平成21年7月20日
　　お問い合わせはこちらまでお願いします。�������

　　　信州・長野県観光協会　�026 － 234 － 7219

　　　　　　　県庁観光振興課　�026 － 235 － 7254

ビ
ガ
ー
ハ
ウ
ス
の

利
用
に
つ
い
て

林
業
従
事
者
の

募
集
に
つ
い
て

信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信信州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州州ににににににににににににににににににににに泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊まままままままままままままままままままままろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！ 県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿宿泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊泊キキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャャンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペペーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン信州に泊まろう！ 県民宿泊キャンペーン

農
業
改
良
普
及
員
駐
在

制
廃
止
の
お
知
ら
せ
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楽
姓
ク
ラ
ブ
W
A
Z
O
の
皆
さ

ん
が
こ
の
た
び
、
南
信
州
地
域
づ

く
り
大
賞
で
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　

楽
姓
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
平
成

十
四
年
か
ら
上
蔵
地
区
の
景
観
を

守
ろ
う
と
、
福
徳
寺
周
辺
の
遊
休

農
地
に
花
や
野
菜
を
植
え
地
域
の

活
性
化
に
努
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
学
校
給
食
の
地
産
地
消
推
進

に
応
え
生
産
し
た
野
菜
を
提
供
し

た
り
、
小
学
生
や
都
市
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア

の
エ
コ

ツ
ー
リ
ズ

ム
と
の
国

際
交
流
に

も
積
極
的

に
取
り
組

ま
れ
て
い

ま
す
。

　

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は

電
源
地
域
で
行
わ
れ
る
公
共
用
施

設
整
備
や
、
住
民
福
祉
の
向
上
に

資
す
る
事
業
に
対
し
て
交
付
金
を

　

四
月
か
ら
発
行
し
ま
す
納
付
書

で
、
村
の
税
金
や
使
用
料
等
が
、

郵
便
局
で
も
お
支
払
い
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

尚
、
四
月
以
前
に
発
行
し
た
納

付
書
や
、
一
部
、
郵
便
局
で
も
取

扱
い
が
で
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
納
付
書
に
記
載
し
て
あ
り

ま
す
納
付
場
所
の
ご
確
認
を
お
願

い
し
ま
す
。

取
扱
い
金
融
機
関
等

　

�
み
な
み
信
州
農
業
協
同
組
合

　

�
八
十
二
銀
行

　

�
飯
田
信
用
金
庫

　

�
長
野
県
・
新
潟
県
内
の

　
　
　

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
、
郵
便
局

　

�
大
鹿
村
役
場

　
　

大
鹿
村
内
で
は

　
　
　

�
農
協
大
鹿
事
業
所

　
　
　

�
大
鹿
郵
便
局

　
　
　

�
鹿
塩
郵
便
局

　
　
　

�
大
鹿
村
役
場

　

税
金
等
の
期
限
内
納
付
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

楽
姓
ク
ラ
ブ
W
A
Z
O

「
南
信
州
地
域
づ
く
り
大
賞

奨
励
賞
」
受
賞

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

交
付
す
る
こ
と
で
、
発
電
用
施
設

の
設
置
に
係
る
地
元
の
理
解
促
進

等
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　

同
交
付
金
は
、
平
成
十
五
年
十

月
一
日
に
電
源
立
地
促
進
対
策
交

付
金
、
電
源
立
地
特
別
交
付
金
等

を
統
合
し
て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。
統

合
さ
れ
た
各
交
付
金
等
の
従
来
の

対
象
事
業
に
加
え
て
、
新
た
に
地

域
活
性
化
事
業 
（
ソ
フ
ト
事
業
）が

交
付
対
象
事
業
に
追
加
さ
れ
、
幅

広
い
事
業
が
実
施
可
能
と
な
り
ま

し
た
。

　

交
付
金
の
対
象
と
な
る
「
電
源

地
域
」
と
は
、
建
設
準
備
中
・
工

事
中
・
運
転
中
の
発
電
用
施
設
が

所
在
す
る
市
町
村
と
そ
の
周
辺
の

市
町
村
の
こ
と
で
す
。

　

大
鹿
村
で
は
こ
の
交
付
金
を
受

け
、
公
共
用
施
設
整
備
事
業
と
し

て
平
成
十
九
年
度
に
林
道
中
峯
黒

川
線
中
峯
、
平
成
二
十
年
度
に
同

林
道
梨
原
の
舗
装
修
繕
工
事
を
行

い
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
活
性
化

事
業
と
し

て
保
育
所

保
育
士
の

人
件
費
に

充
て
、
福

祉
サ
ー
ビ

ス
の
充
実

を
図
っ
て

い
ま
す
。

村
の
税
金
等
が
郵
便

局
で
も
支
払
え
ま
す

松
川
イ
ン
タ
ー
駐
車
場
有
料
化
の
ご
案
内

　

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か

ら
松
川
イ
ン
タ
ー
駐
車
場
は
有

料
に
な
り
、
自
動
精
算
機
を
設

置
し
駐
車
料
金
を
戴
く
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

◆
駐
車
料
金

入
場
よ
り
六
十
分
ま
で　

無
料

１
日
１
回　
　
　

円
400

２
日
目
以
降　
　

円
／
日

300

※
１
日
と
は
当
日
午
前
０
時
よ

り
翌
日
午
前
０
時
ま
で

◆
駐
車
で
き
る
車
両

普
通
自
動
車
・
小
型
自
動
車

軽
自
動
車

◆
駐
車
場
の
利
用
手
順

【
入
口
】

　

図
①（　

料
金
所
手
前
）も
し

IC

く
は
図
②（
町
道
沿
い
）の
入
り

口
か
ら
進
入
す
る
と
、
駐
車
券

発
行
機
か
ら
駐
車
券
が
自
動
発

行
さ
れ
、
抜
き
取
る
と
ゲ
ー
ト

が
開
き
入
車
で
き
ま
す
。

【
出
口
】

　

出
口
は
図
③（
町
道
沿
い
）一

箇
所
で
す
。

　

駐
車
券
を
自
動
料
金
精
算
機

に
入
れ
、精
算
が
完
了
す
る
と
、

ゲ
ー
ト
が
開
き
出
車
で
き
ま
す
。

◆
防
犯
対
策

　

場
内
監
視
カ
メ
ラ
四
台
と
イ

ン
タ
ー
フ
ォ
ン
が
設
置
さ
れ
ま

す
。

◆
有
料
化
に
伴
う
効
果

　

有
料
化
に
伴
う
収
益
は
、
駐

車
場
の
運
営
管
理
や
施
設
整
備

費
用
と
し
て
有
効
に
活
用
し
て

い
き
ま
す

　

快
適
に
駐
車
場
を
利
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
、
駐
車
場
の
有

料
化
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
お
問
合
せ
先

　

松
川
町
役
場
産
業
振
興
課

　

商
工
観
光
係

　

�
３
６－

７
０
２
７
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退　
　

職

　

校　

長　

北
林　

昇

転　
　

出

　

教　

諭　

片
瀬　

月
子

 

（
伊
那
市
立
伊
那
西
小
学
校
教
頭
）

　

教　

諭　

池
田　

�
正

 

（
飯
田
市
立
川
路
小
学
校
）

　

養
護
教
諭　

久
保
田　

治
子

 

（
松
川
町
立
松
川
中
学
校
）

　

事
務
主
事　

西
澤　

理
恵

 

（
長
野
市
立
加
茂
小
学
校
）

転　
　

入

　

校　

長　

山
田　

仁

 

（
松
尾
小
学
校
教
頭
）

　

教　

諭　

宮
島
貴
久
子

 

（
下
久
堅
小
学
校
）

　

教　

諭　

野
原　

廣
人

 

（
松
川
東
小
学
校
）

　

事
務
主
幹　

松
下　

照
子

 

（
豊
丘
北
小
学
校
）

転　
　

出

　

教　

諭　

平
田　

泰
文

 

（
飯
田
市
立
鼎
中
学
校
）

転　
　

入

　

校　

長　

北
澤　

保
美

 

（
竜
峡
中
学
校
教
頭
）

　

教　

諭　

福
与　

泰
安

 

（
赤
穂
中
学
校
）

　

教　

諭　

田
中　

良

 

（
阿
智
第
三
小
学
校
）

中
学
校
関
係

小
学
校
関
係

役

場

関

係

３
月　

日
付
退
職

３１

　

大
島　

博
人

 

（
住
民
税
務
課
長
）

　

小
塩　

明
美

 

（
保
育
所
長
補
佐
）

　

米
澤　

眞
澄

 

（
大
鹿
村
授
産
所
）

　

太
田　

真
作

 

（
住
民
税
務
課
管
理
係
）

　

立
花　

ま
す
み

 

（
役
場
庁
舎
管
理
委
託
）

県
派
遣
研
修
終
了

　

下
伊
那
地
方
事
務
所
林
務
課

　

青
木　

則
裕

 

（
産
業
建
設
課
農
林
係
）

消
防
団
関
係

大
鹿
森
林
事
務
所

国
土
交
通
省　
　
　
　
　

天
竜
川
上
流
河
川
事
務
所

小
渋
川
砂
防
出
張
所　
　

転　
　

入

　

所　

長　

竹
内　

寛
幸

 

（
浜
松
河
川
国
道
事
務
所
中
ノ
町
出
張
所
長
）

転　
　

出

　

森
林
官　

佐
野　

智
一

 
（
飛
騨
森
林
管
理
署
栃
尾
森
林
事
務
所
森
林
官
）

転　
　

入

　

森
林
官　

近
江
澤　

利
美

 

（
飯
田
治
山
事
業
所
主
任
）

団　

長　

松
尾　

勲

副

団

長　

森
下　

敏
彦

分

団

長　

北
島　

泰
治

副
分
団
長　

釜
村　

孝
一

　

副
分
団
長（
兼
旗
手
）

　
　
　
　
　
　

田
中　

康
啓

機

関

長　

田
中　

靖

救

護

長　

森
本　

千
佳
志

第
一
班
長　

下
澤　

寛

第
二
班
長　

紙
谷　

雅
幸

第
三
班
長　

塩
澤　

英
明

農
業
改
良
普
及
員
駐
在
制
廃
止

　

下
伊
那
農
業
改
良

　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
阿
南
支
所

　

木
下　

倫
信

 

（
農
業
改
良
普
及
員
）

異　
　

動

　

総
務
課
長

　

松
澤　

武
裕

 
（
保
健
福
祉
課
長
兼
保
育
所
長
）

会
計
管
理
者
兼
住
民
税
務
課
長

　

島
�　

英
三

 

（
教
育
委
員
会
事
務
局
長
）

　

保
健
福
祉
課
長
兼
保
育
所
長

　

小
塩　

宗
樹

 
（
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係
長
）

　

総
務
課
課
長
補
佐
兼
企
画
財
政
係
長

　

吉
田　

敏
彦

 

（
総
務
課
財
政
係
長
）

　

産
業
建
設
課
商
工
観
光
係
長

　

足
助　

義
則

 

（
総
務
課
企
画
係
長
）

　

大
鹿
保
育
所
所
長
補
佐

　

板
山　

裕
子

 

（
大
鹿
保
育
所
）

　

総
務
課

　

宮
坂　

浩
二

 

（
産
業
建
設
課
建
設
係
）

　

産
業
建
設
課

　

丸
山　

翔

 

（
総
務
課
企
画
係
）

　

下
伊
那
農
業
改
良

　
　

普
及
セ
ン
タ
ー
大
鹿
担
当

　

藤
巻　

隆
太

４
月
１
日
付
新
規

　

総
務
課

　

本
田　

章
吾
（
臨
時
職
員
）

　

住
民
税
務
課

　

田
中　

清
貴
（
臨
時
職
員
）

　

大
鹿
村
教
育
委
員
会

　

小
塩　

明
美
（
臨
時
職
員
）

　

大
鹿
村
授
産
所

　

米
澤　

眞
澄
（
臨
時
職
員
）

　

大
鹿
村
授
産
所

　

塩
澤　

光
江
（
臨
時
職
員
）

　

役
場
庁
舎
管
理

　

笹
木　

麻
香
（
委
託
）

　

患
者
輸
送
車
運
転
手

　

小
原　

寿
夫
（
委
託
）

飯
田
警
察
署　

大
鹿
村
駐
在
所

転　
　

出

　

平
松　

広
志

 

（
伊
那
警
察
署
美
篶
駐
在
所
）

転　
　

入

　

森
下　

竹
志

 

（
阿
南
警
察
署
富
草
駐
在
所
）

退　
　

職

　

校　

長　

清
水　

正
明

転　
　

出

　

所　

長　

林　

守
人

 

（
揖
斐
川
砂
防
出
張
所
長
）
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転転

退

職

員

挨

拶

退

職

員

挨

拶

　

県
研
修
派
遣
職
員
と
し
て
産
業

建
設
課
農
林
係
に
お
き
ま
し
て
、

一
年
間
と
い
う
短
い
期
間
で
し
た

が
公
私
と
も
に
大
変
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
。
昨
年
か
ら
長
野
県
森

林
づ
く
り
県
民
税
が
設
け
ら
れ
、

村
内
で
も
税
を
活
用
し
た
事
業
の

実
施
つ
い
て
、
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま

し
た
が
「
日
本
で
最
も
美
し
い

村
・
大
鹿
村
」
に
住
む
こ
と
が
で

き
、
そ
の
魅
力
を
体
感
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
貴
重
な

経
験
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
は
下
伊
那
地
方
事
務

所
林
務
課
勤
務
と
な
り
ま
す
が
、

大
鹿
村
で
の
経
験
を
活
か
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

青木　則裕太田　信作

職
中
は
住
民
税
務
課
管
理
係
に
お

い
て
国
土
調
査
を
担
当
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
特
に
昨
年
の
調
査
地

区
で
あ
っ
た
、
鹿
塩
北
入
地
区
の

方
々
に
は
様
々
な
ご
協
力
を
頂
き

ま
し
た
。
至
ら
な
い
と
こ
ろ
も
多
々

あ
っ
た
か
と
は
思
い
ま
す
が
、
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
短

い
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の

村
で
過
ご
し
た
事
は
、
今
後
も
、

何
か
事
あ
る
毎
に
思
い
出
す
こ
と

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
の
村
の
ご
発

展
を
お
祈
り
し
、
お
別
れ
の
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

木下　倫信

で
、
他
の
地
域
に
は
な
い
魅
力
を

沢
山
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
村

内
に
は
心
に
残
る
風
景
が
多
く
、

ま
さ
に「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
大
鹿
村
の
応
援

団
と
し
て
各
地
で
大
鹿
村
の
す
ば

ら
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
の
村
の
発
展
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集

相
談
員
委
嘱

　

内
倉
福
雄
さ
ん（
沢
戸
）が
自

衛
官
募
集
相
談
員
に
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
は
、
地

域
へ
の
自
衛
隊
Ｐ
Ｒ
や
地
域
か

ら
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
な
ど
、

パ
イ
プ
役
と
な
る
お
仕
事
を
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
度
、
三
月
末
を
も
っ
て
退

職
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
在

　

大
鹿
村
の
駐
在
普
及
員
と
し
て

一
年
間
と
い
う
短
い
期
間
、
皆
様

方
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
十
分
な

仕
事
も
で
き
な
い
ま
ま
に
移
動
す

る
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

や
っ
と
村
内
の
状
況
も
わ
か
り
、

い
ざ
こ
れ
か
ら
本
来
の
仕
事
が
で

き
る
と
思
っ
て
い
た
矢
先
の
移
動

で
、
何
も
か
も
が
心
残
り
で
す
。

　

た
だ
村
の
担
当
に
な
っ
た
こ
と

近
藤
元
さ
ん

旭
日
單
光
章
授
章

　

長
年
に
わ
た
る
自
治
功
労
や

社
会
貢
献
を
讃
え
る
叙
勲
が
発

令
さ
れ
、
近
藤
元
さ
ん
が
旭
日

單
光
章
を
授
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

近
藤
さ
ん
は
昭
和
六
十
二
年

か
ら
三
期
十
二
年
村
議
会
議
員

を
歴
任
さ
れ
、
そ
の
間
、
監
査

委
員
や
各
委
員
会
の
正
副
委
員

長
を
六
年
間
務
め
ら
れ
、
豊
富

な
経
験
と
識
見
を
も
っ
て
村
の

振
興
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
委
嘱

　

行
政
相
談
委
員
と
し
て
活
躍

さ
れ
て
い
る
間
瀬
公
夫
さ
ん
が
、

引
き
続
き
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

を
受
け
ま
し
た
。

　

「
行
政
相
談
」
と
は
、
皆
さ

ん
か
ら
、
国
の
役
所
や
独
立
行

政
法
人
及
び
特
殊
法
人
が
行
っ

て
い
る
仕
事
に
関
す
る
苦
情
や

意
見
・
要
望
を
お
聞
き
し
て
、

そ
の
解
決
や
実
現
を
図
る
も
の

で
す
。
こ
の
身
近
な
窓
口
が
行

政
相
談
委
員
で
す
。

　

行
政
相
談
委
員
は
、
毎
月
大

鹿
村
役
場
で
開
催
さ
れ
る
相
談

会
で
皆
さ
ん
の
ご
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

参
加
下
さ
い
。
な
お
、
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相

談

日
・
毎
月
同
報
無
線
等

で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

開
催
場
所
・
大
鹿
村
役
場
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４月

　１８日 大鹿さくら祭り

 （雨天の場合：１９日�）

　２１日 段ボール・牛乳パック収集

　２９日 河川一斉清掃

５月

　３日 大鹿歌舞伎春の定期公演

　１２日 スチール缶・鉄類の収集日

　中旬 育林祭

　１９日 びん類・ペットボトル収集日

　２６日 チラシ・雑誌の収集日

　２８日 その他プラスチック収集日

６月

　２日 その他紙収集日

　４日 南アルプス大鹿登山口開山式

　９日 アルミ缶・鉄類収集日

　１６日 新聞紙収集日

保育所入園式・小中学校入学式保育所入園式・小中学校入学式
　4月2日には保育所で新入園児5人を迎え、20名の可愛らしい

園児達が入園式を行いました。また、3日には小学校と中学校で

入学式が行われ、小学校7名、中学校5名の新入生が希望を胸に

新しい生活をスタートしました。

去る３月８日、日曜日、交流センターにおいて、第七代大鹿さくらの女王選考会を開催しました。

公開審査の結果、宮下加奈子さん（25）＝飯田市と、串原絵里香さん（22）＝下条村のお二人が新しい女王に選

ばれました。

今回選ばれた大鹿さくらの女王

は二年間の任期中、各種行事への

参加を通じて村や南信州地域のＰ

Ｒ活動に活躍していただくことに

なります。

特に村内の行事（さくら祭り、

夏祭り、大鹿歌舞伎定期公演、中

央構造線サイクリング大会、産業

文化祭など）では皆様と一緒に行

事を盛り立ててくれることと思い

ます。

大きな抱負を持ったフレッシュ

な新女王を、よろしくお願いいた

します。


